
消
費
税
の
価
格
転
嫁
の
難
し

い
中
小
業
者
に
課
税
業
者
に
な

る
こ
と
を
迫
り
、
そ
れ
が
出
来

な
け
れ
ば
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）

制
度
の
実
施
が
来
年
10
月
に
狙

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
免
税

業
者
だ
っ
た
売
上
1
千
万
円
以

下
の
小
規
模
事
業
者
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
、
農
業
者
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
な
ど
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録

は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
登
録

者
は
事
業
者
の
6
％
と
見
込
ま

れ
て
お
り
、
日
本
商
工
会
議
所

や
税
理
士
会
は
凍
結
・
廃
止
を

要
請
し
て
い
ま
す
。

ま
た
地
方
議
会
で
も
中
止
・

延
期
を
求
め
る
意
見
書
が
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で
は
、

県
商
工
会
議
所
が
6
月
議
会
に

延
期
を
求
め
る
意
見
書
を
一
斉

に
提
出
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
こ
の
4
月
22
日

に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施

中
止
法
案
」
提
出
を
求
め
る
国

会
内
ア
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

多
く
の
野
党
議
員
が
参
加
す
る

そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
消
費

税
の
矛
盾
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
で
は
こ
の
よ
う
な
経
済
状

況
で
緊
急
経
済
対
策
が
必
要
と

認
め
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
す

べ
て
の
国
民
の
生
活
安
定
に
役

立
つ
消
費
税
減
税
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
世
界
の
中
で
、
こ
の
時

期
、
消
費
税
を
下
げ
て
い
る
国

は
81
カ
国
に
上
っ
て
い
ま
す
。

１
９
８
９
年
に
3
％
で
導
入
、

97
年
に
5
％
、
２
０
１
４
年
に

8
％
、
19
年
に
10
％
に
増
税
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
消
費
税
の
税

収
は
４
４
７
兆
円
。
一
方
法
人

税
や
所
得
税
減
税
は
６
１
３
兆

円
。
消
費
税
は
福
祉
の
財
源
で

は
な
く
、
多
く
が
大
企
業
や
大

金
持
ち
の
減
税
の
穴
埋
に
使
わ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

消
費
税
は
社
会
保
障
の
た
め

と
い
っ
て
導
入
さ
れ
た
が
消
費

税
を
財
源
と
し
て
補
助
金
で
コ

ロ
ナ
禍
で
ひ
っ
迫
し
て
い
る
病

院
の
病
床
を
削
減
す
る
法
律
を

自
民
・
公
明
・
維
新
の
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。
本
当
に
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

新
年
度
新
規
事
業
と
し
て
中

学
生
応
援
事
業
が
可
決
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

中
学
に
入
学
し
、
部
活
に
参
加

で
き
、
充
実
し
た
中
学
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
入
学

支
援
金
の
交
付
、
部
活
動
費
用

の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

〇
予
算
額

２
，
６
３
７
万
円

◎
入
学
支
援
金

〇
要
件
（
米
原
市
に
住
所
が
あ

り
、
中
学
１
年
生
と
な
る
子
ど

も
の
保
護
者
。
父
母
の
所
得
合

計
が
７
３
５
万
円
以
下
で
市
税

の
滞
納
が
な
い
世
帯
）

〇
入
学
支
援
金

6
万
円

（
制
服
等
3
万
円
、
通
学
自
転

車
購
入
費
3
万
円
。
た
だ
し
就

学
援
助
受
給
者
は
自
転
車
購
入

費
の
み
）

〇
交
付
時
期

４
月

◎
部
活
動
用
具
等
購
入
補
助
金

〇
1
人
上
限
１
５
、
０
０
０
円

／
年

〇
補
助
率
1
／
2
以
内
（
用
具

購
入
・
部
費
等
。
就
学
援
助
受

給
者
は
3
万
円
支
給
）

〇
交
付
時
期

各
学
期
末
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物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
原
油
の
高
騰
、
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
深
刻
化
、
コ
ロ
ナ
禍

も
長
引
き
、
こ
の
よ
う
な
中
で
の
年
金
の
引
き
下
げ
や
高
齢
者
の
医
療
負
担
の
引
上
げ
な
ど
、
国
民

の
生
活
は
本
当
に
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
緊
急
な
経
済
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

農
業
者
・シ
ル
バ
ー
会
員
も
対
象

消
費
税
が
病
床
削
減
の
財
源
に

多
く
の
自
治
体
で
中
止
延
期
の
意
見
書

中
学
生
応
援
事
業

２
０
２
２
年
度
予
算
算
の
注
目

雑
感

そ
れ
で
も
や
は
り
核
兵

器
を
持
た
な
け
れ
ば
と
い
う
人
が

い
ま
す
。
「
核
兵
器
抑
止
力
論
」

が
巾
を
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
は
す
べ
て
の
国
の
指
導
者

が
理
性
的
で
合
理
的
に
対
応
し
て

い
る
場
合
は
有
効
で
す
が
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の
よ
う
に
理
性
的
に

判
断
で
き
ず
独
裁
的
な
大
統
領
の

場
合
、
意
味
が
な
く
反
っ
て
脅
威

で
す
。
そ
れ
を
封
じ
る
に
は
国
際

的
に
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
で

手
を
し
ば
り
核
兵
器
を
廃
絶
す
る

か
、
国
内
で
指
導
者
が
戦
争
出
来

な
い
よ
う
に
侵
略
を
封
じ
る
日
本

の
憲
法
９
条
の
よ
う
な
方
法
で
手

を
縛
る
以
外
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
は
日
本
の
憲
法
９
条

は
国
際
的
に
も
重
要
で
す
。

今
こ
そ
消
費
税
５
％
に

イ

ン

ボ

イ

ス

（
適
格
請
求
書
）

と
は現

行
の
請
求
書
に

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

登
録
番
号
」
「
適
用
税

率
」
「
消
費
税
額
」
を

記
載
し
た
請
求
書
で
す
。

仕
入
れ
業
者
は
そ
れ
が

無
い
と
、
消
費
税
の

「
仕
入
税
額
控
除
」
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
仕
入
れ
業

者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録

業
者
以
外
と
の
取
引
は

大
き
な
負
担
と
な
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
イ
ン

ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
な

い
業
者
は
、
登
録
業
者

に
な
る
か
、
今
ま
で
ど

お
り
に
取
引
を
し
よ
う

と
す
れ
ば
消
費
税
分
を

値
下
げ
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
登
録
す

れ
ば
消
費
税
納
税
義
務

が
発
生
し
ま
す
。

今
ま
で
の
非
課
税
業

者
も
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

農
業
者
も
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
も
取

引
を
行
う
場
合
は
適
格

請
求
書
を
求
め
ら
れ
登

録
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
国
は
消
費

税
率
を
上
げ
な
く
て
も

収
入
は
大
き
く
増
え
ま

す
。
国
は
こ
れ
を
狙
っ

て
い
ま
す
。


